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最近の災害から思うこと
• 地球温暖化の影響が出だしているのではないか？
• 今までの常識が通用しない。

• 豪雨：より頻繁に、より強力に、初めての地域に＝＞未経験
• 西日本豪雨：強力ではないが、広域で長期間（満身創痍の中、そう

強くない雨域帯が1波、2波と過ぎた。）

• 後悔しない、地球温暖化への適応
• 気候変動将来予測を軸にした適応
• 治水の基礎体力の増強
• リスク管理の強化
• 自助・共助としての防災力の増強
• ともに時間がかかる。じわじわでも温暖化進行の方が早い。＝＞

後悔しない早い目そして計画的な対応が必要！

• では、何を？どの優先順に適応するか？
• 将来予測の共有
• 災害からの教訓

• 水工学・土木工学”研究”として抜けているものはないか？

2中北（2018）に追記



























2018年度の活動
D研究連絡会：7月11日、 １２月２６日

運営委員会：7月25日、 １月８日

C/D連携会議：10月10日、11日（つくば）、ｄ4PDFワークショップ

全体研究調整委員会：5月23日

統合D/C～Si-CAT合同研究会：（1月１５日、東京ＲＥＳＴＥＣ）

報告会（評価付） 3月15日

公開シンポジウム：3月15日（C,D)

土木学会（8月29日～31日）
研究討論会「気候変動適応に関する先進事例から学ぶ水工学分野の課題」 、8月

29日・分野横断型共通セッション「CS11 気候変動による影響への適応」

日台韓での情報共有
 AOGS2018, HS22, ” Climate Change Risk Assessment and Adaptation on 

Water-related Disaster and Water Resources in Asia and the Pacific”, ２０
１８年６月３-８日

タイでの水資源管理と気候変動に関する国際会議（1月23日～2５日）
 C/D TOUGOU Session & Training Workshop
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2019年度の活動方針
D研究連絡会、運営委員会、C/D連携会議（京都）、全体研究調整

委員会、統合D/C～Si-CAT合同研究会、報告会、公開シンポ

中間報告・審査
1月8日の運営会議では、全部を網羅的発表いただくのではなく課題代表の

お思いで、筋を通った発表にしていただければ嬉しいです。

実務省庁との合同シンポジウム（候補日：5月24日）（共催：文科省
統合プロ・国土交通省水管理国土保全局、後援：農林水産省（案））
-水災害・水資源の気候変動への適応とは？-

土木学会（香川大学）（9月3日～5日）
研究討論会

IWCRER 2019（南京、河海大学）（6月15日～18日）
統合セッション"Climate change impact assessment and adaptation" 
http://icwrer2019.org/

京都大学ＩＰＣＣウィーク
5月24日の実務省庁との合同シンポジウム、他



水災害分野における気候変動による影響と適
応に関するシンポジウム（国交省とのコラボ）

2015年5月29日 国立オリンピック記念青少年総合センター
主催 文部科学省 気候変動リスク情報創生プログラム/国土交通省 水管理国土保全局
後援 土木学会 水工学委員会/地球環境委員会



水災害・水資源分野における気候変動の影響
と適応に関するシンポジウム（案）

～後悔しない適応とは～

• 主催：文部科学省統合的気候モデル高度化研究プ
ログラム、文部科学省研究開発局、国土交通省水
管理・国土保全局

• 後援：京都大学IPCCウィークス、土木学会水工学委
員会、地球環境委員会、水文・水資源学会など

• 開催日：2019年5月24日（金） 13:00～17:30
• 場所：国立オリンピック記念青少年総合センター カ

ルチャー棟 小ホール



発表内容（研究課題）
i. 極端なハザードの強度と頻度の長期評価（極端現象）

• 京都大学防災研究所・森 信人

ii. 21世紀末までのシームレスな影響評価（１００年シームレス）
• 京都大学防災研究所・田中賢治

iii. 過去災害のハザード分析と気候変動影響評価（過去ハザード）
• 京都大学防災研究所・竹見哲也

iv. 影響評価のアジア・太平洋諸国への展開と国際協力（アジア・
太平洋

• 京都大学大学院工学研究科・立川康人

v. 様々な変化を考慮した後悔しない適応戦略（適応戦略）
• 京都大学防災研究所・多々納裕一

vi. バイアス補正法・極値評価技術の開発（バイアス補正・極値）
• 名古屋工業大学・北野利一
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KL‐ダイバージェ
ンス

豊水
流量

平水
流量

低水
流量

渇水
流量

降水量 蒸発散量 冬期降雪量 最大SWE Nash
（RCM）

Nash
（GCM）

1：天塩川 0.205 0.813 1.658 0.152 0.208 2.681 0.041 1.534 0.638 0.500

2：十勝川 0.037 0.374 0.706 0.135 0.143 2.004 0.177 1.455 0.627 0.704

3：石狩川 0.214 0.964 1.184 1.608 0.327 2.116 0.117 1.257 0.784 0.742

4：米代川 0.019 0.111 0.152 0.147 0.058 1.819 1.240 1.577 0.213 0.127

5：雄物川 0.113 0.283 0.166 0.157 0.082 0.971 1.344 1.406 0.010 ‐0.023

6：北上川 0.193 0.036 0.300 0.367 0.052 2.259 1.898 1.118 0.209 0.062

7：最上川 0.113 0.175 0.480 0.365 0.139 2.497 1.545 1.186 0.180 ‐0.239

8：阿賀野川 0.019 0.075 0.378 0.544 0.062 2.978 1.350 2.362 0.038 0.284

9：信濃川 0.044 0.188 0.578 0.491 0.044 2.535 1.512 2.074 0.147 0.104

10：阿武隈川 0.431 0.713 0.618 0.469 0.053 2.582 ‐ ‐ 0.760 0.493

11：那珂川 0.150 0.298 0.454 0.376 0.051 3.323 ‐ ‐ 0.963 0.891

12：利根川 0.219 0.324 0.269 0.614 0.048 2.946 ‐ ‐ 0.902 0.679

13：富士川 0.449 0.891 0.934 0.951 0.056 1.464 ‐ ‐ 0.928 0.325

14：天竜川 0.135 0.210 0.312 0.438 0.039 1.363 ‐ ‐ 0.846 0.300

15：木曽川 0.099 0.047 0.146 0.312 0.030 2.130 ‐ ‐ 0.842 0.404

16：淀川 0.669 1.086 0.750 0.664 0.338 2.180 ‐ ‐ 0.516 0.458

17：江ノ川 0.925 0.739 0.579 0.321 0.425 0.765 ‐ ‐ 0.020 0.600

18：吉野川 0.608 0.835 0.867 0.768 0.256 0.936 ‐ ‐ 0.800 0.562

19：筑後川 0.140 0.316 0.420 0.349 0.110 3.438 ‐ ‐ 0.946 0.762

全国の主要流域の評価
ダイバージェンス

２つの確率分布の差異を計る尺度













サンゴの将来変化予測

Source: Kumagai et al., 2018, PNAS

藤井（北大）・高尾（極地研）・熊谷・山野（国環研）シームレス
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平成30年度研究計画

• 過去ハザードの要因分析︓DS実験により過去災害
ハザードの要因分析、擬似温暖化実験によりハザード
の気候変動要因の解析を進める。⽇本やアジア諸国で
の強⾵被害予測モデルの⾼度化に着⼿。強⾵・豪⾬・
⾼潮に関する台⾵および低気圧ハザードマップの作成
を進める。

• 森林災害への影響評価︓森林被害を及ぼした顕著台
⾵について、DS実験を利⽤した森林被害評価⼿法の開
発を進め、台⾵による森林被害の統計資料・現地調査
資料から森林域のハザード分析を進める。森林災害に
よる⽣態系機能変化予測のための森林⽣態系モデルの
⾼度化に着⼿。
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平成30年度の業務計画

東南アジアの河川流域を対象とし、タイ、ベトナム、インドネシアの
研究者と連携して地球温暖化時の河川流量変動を予測するシミュ
レーションモデルを開発する。

また、統合プログラム領域テーマCと連携し、東南アジア域での水管
理を考慮した陸面モデルの高度化に取り組むとともに、GCM等から
得られる流出量の補正手法の開発、統計的ダウンスケーリング手
法及び力学的ダウンスケーリング手法による将来の降水情報の作
成に取り組む。

降雨流出氾濫モデル等を活用した洪水・渇水被害リスクの推定の
ために、現地研究者や政府関係者と連携しつつ地形、過去の洪水
浸水範囲、土地利用、流域の資産、水利用状況など必要なデータ
の収集に着手する。

さらに、当該地域における気候変動適応策策定に関する調査を実
施する。一方、アジア・太平洋諸国沿岸部の高潮及び高波の極端
ハザードの長期評価のための手法を開発する。

















インドネシア 水災害プラットフォーム設立に向けた活動

プラットフォーム コア省庁

● 公共事業・国民住宅省（PUPR)
・水資源総局（DGWR） 〔TOUGOUの対象流域としてソロ川を認定〕

・地域インフラ整備庁（BPIW）    〔PUPR内での気候変動適応策検討の事務局〕

・調査開発庁（RDA） 〔プラットフォーム構築の責任部局〕

‐ 調査開発庁水資源研究所(PUSAIR)
● 国家防災庁（BNPB)

〔ソロ川流域において関係省庁連絡調整したワークショップを開催〕
● 気象気候地球物理庁（BMKG)
                                 〔CORDEXの一環でダウンスケーリングを実施し、解像度向上に取組中〕

インドネシアでの取り組み

60

2018.08 ミッション 大臣確認、3省庁確認
2018.12 ミッション 水資源研究所訪問
2019.01.29 第1回プラットフォーム会合 開催予定

インドネシア 水災害プラットフォームの構成案



C/D TOUGOU Session & Data Training Workshop
 C/D TOUGOU Session (13 presentations from C/D TOUGOU Research Teams)

 TOUGOU GCM/RCM Data Training Workshop:  Presenters: Dr. Sasaki, Dr. Nakaegawa, Dr. 
Tachikawa, Instructors: Dr. Patinya Hanittinan, Dr. Teerawat Ram‐Indra, Chulalongkorn & 
Kyoto University Graduate School Students

• To present a newly‐developed, super‐high resolution Regional climate model (MRI 
NHRCM) to ASEAN academic network and practitioners community, 

• To demonstrate data handling, extraction, manipulation, and simple application of 
the usage of MRI NHRCM at the selected River Basins in Thailand, and

• To disseminate the distribution policy toward ASEAN academic network and 
practitioners community.
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平成30年度研究計画
• 国家レベルの防災投資に関する意思決定と、流域や地先

レベルでのハード整備に関わる適応戦略:それぞれの戦略
設計・評価を実施するための⽅法論の開発を継続する。
特に、科学的不確実性下の意思決定⼿法の構築に関して、
⼤阪湾等の⾼潮を対象として、地先ベースの平均的リス
クシナリオと最悪のリスクシナリオを予測し、居住地特
性を反映したモデルに改善するための分析を進める。こ
の結果に基づいて、⼤阪湾等の⾼潮リスク変化に対する
適応戦略の設計のための基礎的検討を開始する。

• 気候変動適応戦略の設計・評価のための社会経済シナリ
オの設計:⼈⼝、産業およびインフラに着⽬した将来予測
に関するレビューおよびデータ整備を進めるとともに、
共有社会経済パス（SSPs）に整合した⼈⼝や資産等の暴
露量の予測⽅法に関しても研究を進める。

• ⽣態系サービス機能:については、インドネシア・スカン
プン川流域等を対象にデータベースを構築しつつ、気候
変動の影響を踏まえた⽣態系サービス評価⽅法について
の設計と解析を継続する。









SSP element SSP1
(Sustainability)

SSP2
(Middle of the 

Road)

SSP3
(Regional 
Rivalry)

SSP4
(Inequality)

SSP5
(Fossil‐fueled 
Development)

出生率 低 中 低（高） 低～中 中～高

死亡率 低 中 高 中 低～中

移民 中～高 中 中～低 低～中 高

都市化程度 中 中 低 中 高

総人口 + 0 ‐‐ ‐ ++

都市と地方
コンパクト

＋ネットワーク
現状維持 荒廃、スラム

都市中心への集中、
郊外の衰退

大都市圏への集中

市区町村分類 転出率 転入率 転出率 転入率 転出率 転入率 転出率 転入率 転出率 転入率

１．県庁所在地 0 ＋ 0 0 ー 0 0 ＋ 0 ー

２．核都市 0 ＋ 0 0 ー 0 0 ＋ ＋ ー

３．東京都市（雇用）
圏内の都市

0 ー 0 0 ー 0 0 ー 0 ＋

４．それ以外の都市 0 ー 0 0 ー 0 0 ー ＋ ー

SSPsにおける転出入率の仮定

注1） 出生率，死亡率，移民者数の想定は，Samir KC, W.Lutz (2017) The human core of the shared socioeconomic pathways: 
Population scenarios by age, sex and level of education for all countries to 2100, Glob. Environ Change, 181-192 による
注2) 都市と地方は国環研による日本版SSPの想定シナリオ名（仮）
注3) 市区町村分類及び転出率、転入率の想定は独自想定



SSPsにおける2050年人口推計値

注1）出生/生残率，（純）移民者数は， Wittgenstein Centre for Demography and Global Human Capital によって公開されているデータを
利用
注2)転出率 転入率のマ クア プ率は全て0 2を想定





適応政策の評価方法（国家レベル）

経済主体の移住を考慮した、生産／防災イ
ンフラ投資の地域間配分の分析

モデルの特徴
動学的, 多地域, 多部門（産業）, 国際貿易
複数ハザード: 洪水 (生産施設や家屋・家財が損壊) と干

ばつ (農作物の収穫が減少)  
複数の所得階級の家計, 地域間移動（移住）

シミュレーションのアウトプット

以下の変数や指標等について、モンテカルロ・シミュレー
ションによって期待動学経路（変化過程）を導出する。
国・地域・部門レベルの GDP, 成長率
家計間・地域間・部門間の格差

現在プログラムのコーディング中





まとめ

不確実下の動的意思決定モデルとして，適応政
策決定のためのプロトタイプモデルを定式化・試算

科学的不確実性に対する選考の反映（最大クラス
シナリオを含む科学的不確実性の意思決定への
反映）

高潮被害シミュレーション結果の反映

状態変数：気温の反映



発表内容（研究課題）
i. 極端なハザードの強度と頻度の長期評価（極端現象）

• 京都大学防災研究所・森 信人

ii. 21世紀末までのシームレスな影響評価（１００年シームレス）
• 京都大学防災研究所・田中賢治

iii. 過去災害のハザード分析と気候変動影響評価（過去ハザード）
• 京都大学防災研究所・竹見哲也

iv. 影響評価のアジア・太平洋諸国への展開と国際協力（アジア・
太平洋

• 京都大学大学院工学研究科・立川康人

v. 様々な変化を考慮した後悔しない適応戦略（適応戦略）
• 京都大学防災研究所・多々納裕一

vi. バイアス補正法・極値評価技術の開発（バイアス補正・極値）
• 名古屋工業大学・北野利一





平成30年度研究計画

• バイアス補正について︓d4PDF等を対象とした補
正⼿法の有効性の検証を継続する。また前年度各
課題でそれぞれ扱われている補正⼿法について整
理を進めてきた結果を基に、各課題における補正
⼿法の共通点および課題の抽出を⾏う。

• 極値統計について:d4PDF等の多数のアンサンブル
標本数に対する解析⼿法の開発を継続して⾏う。
さらに、各地点の年最⼤値を対象に、空間的な同
時性を考慮した多変量極値統計の開発を⾏う。各
課題の中で必要とされるバイアス補正法ならびに
極値評価技術の⽀援を⾏なう⼿⽴てを検討する。







整合性が不十分であると，いろいろと検討するにつれて，あとあと困る！

バイアス補正も，極値評価も，整合性をとるための道具．



バイアス補正⼿法の⼿引きの作成
⼿引きの構成

1. バイアス補正の前提
• バイアス補正の定義（類似⼿法との違い）
• バイアス補正の仮定と限界
• バイアス補正を適⽤する場⾯について

〜その他の⼿法とどのように使い分けるか？〜
2. バイアス補正分類と各⼿法の特徴

• バイアス補正⼿法の分類
• 各分類に属する具体的⼿法例とその特徴

3. ⼿法の検証と⽐較
• 検証/⽐較に関する既往研究
• ⼿法の仮定により⽣じる結果の違い

4. 補正⼿法関連の課題と展望
• 多変数の取り扱いに関して
• ⼤規模アンサンブルデータへの適⽤

国内外の既往研究のレビュー＋独⾃の解析結果









田中茂信
（京大防災研）D4PDF による

各種降水量の統計量の関係性
（日降水量の極値と，２日／３日降水量の極値

ならびにそれらの確率降水量との関係）








